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本研究は、6 章で構成されている。第 1 章では、研究の概要と目的、方法論、論文の
構成について論じた。第 2 章と第 3 章ではエコクリティシズムやレトリック論などの先
行研究およびテクスト分析のための理論的枠組みについてまとめた。それらを踏まえ、
第 4 章で梨木のテクストを、第 5 章で石牟礼のテクストを、それぞれ分析した。第 6 章
では、結論と残された課題について述べ、結びとした。 
































































第 4 章と第 5 章では、さらに、上述したテクスト分析の結果を、エコクリティシズム
で議論されている交感論の知見を参照しながら考察した。坂部の言う「主体の二重化」
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と、野田研一が展開する交感論で言うところの「主／客を撚り合わせる
、、、、、、
」という事態に、
ともに、自他を同一視しない「他者観」と「コミュニケーション観」が認められること
を指摘するとともに、「反復」が、「人間の自然化」をはじめとする、「他者」を「他者」
たらしめたまま交わるという「コミュニケーション」（「ポスト・ロマン主義的交感」）
を描く修辞装置として位置づけられることを論じた。加えて、「他者」の〈言葉〉をく
り返すというふるまいが、エコクリティシズムが俎上に載せる、自然という「他者」と
の「想像的」な「相互行為」を立ち上げる上で要の役割を果たしうるということ、また、
人ならざる存在を「主体」となす可能性を秘めていることを明らかにした。 
最終章に当たる第 6 章では、本研究の成果をまとめるとともに、研究の課題と今後の
展望について述べた。 
 
本研究では、梨木香歩と石牟礼道子の環境文学テクストを詳細に分析することで、「反
復」という形式的な〈あや〉が、単なる装飾や説得の具ではなく、人と人とのあいだは
もちろん、人と人ならざる存在のあいだにもさまざまな「コミュニケーション」を生起
させるとともに、その「コミュニケーション」の性質や、メッセージの送り手のあり方、
送り手と受け手の関係性を非明示的に示す役割を担う場合があることを明らかにした。 
本研究の学術的意義は、表現形式を手がかりとしながら文学テクストを読み解くとい
う試みが、エコクリティシズムのみならず近年の文学研究においてもそれほど多く行わ
れていないなかで、「反復」に着目して文学テクストを分析し、このような分析手法が
文学テクストを解釈する上できわめて有用な方法論となりうることを示した点にある。
また、修辞学系のレトリック論や言語学の分野で、メタファーやメトニミーなど「意味」
に関わる〈あや〉と比べて議論されることの少ない「反復」という形式的な〈あや〉に
注目し、それが人間の言語活動のなかでさまざまな役割を担うことを改めて示したとこ
ろにも、本研究の意義がある。 
環境文学に描かれた、人と人ならざる存在の「コミュニケーション」を形づくる言葉
そのものに光を当て、それが、それぞれのテクストでどのような意味や機能をもつかを
問うた本研究は、エコクリティシズムに新たな知見を加えるのみならず、「文学」が言
語研究に重要な手がかりをもたらす可能性をもつことを、また、言語研究のさまざまな
知見が文学研究にも援用しうることを示すことに成功したと言える。 
